
うめ研究所や関係機関の研究成果、現地技術情報を生産者の皆様に分かりやすくお伝えします。

令和６年度

主催
紀州うめ研究協議会

（ウメ生産者・市町・ＪＡ・県機関で構成する技術開発の支援機関：会長：﨑山晃市）

日 時：令和７年２月２７日（木） １３：3０～１６：００
場 所：グランドメルキュール和歌山みなべ

（みなべ町山内 字大目津泊り348）

発表内容

参加費は無料です。

和歌山県果樹試験場うめ研究所
〒645-0021

和歌山県日高郡みなべ町東本庄1416-7

TEL : 0739-74-3780

FAX : 0739-74-3790

E-mail : e0703081@pref.wakayama.lg.jp

お問い合わせ先

（１）「露茜」の片側一文字仕立てについて
うめ研究所 研究員 向日春輔

（２）かん水量の違いが「南高」の果実肥大に及ぼす影響
うめ研究所 研究員 金丸丈能

（３）モモヒメヨコバイの発生生態と防除対策について
うめ研究所 研究員 裏垣翔野

（４）授粉用品種の開花予測プログラムの開発および
暖冬がウメの開花期、萌芽期および収穫期に及ぼす影響

うめ研究所 副主査研究員 柏本知晟

（５）施肥量の異なる「南高」への開花前の高温が花器に及ぼす影響
うめ研究所 研究員 綱木海成

（６）日高地方における「南高」カットバック処理＋摘心処理による
低樹高・安定生産への取組について

日高振興局農林水産振興部 主任 行森 啓


